
　・運行ルートの新設や延伸など

　・バス停の新設

　・利用の少ない便を廃止し、予約制運行へ移行

　・利用の少ない便の廃止による効率的な補助金支出（市コミバス運行補助金）
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　今回実施するコミバス路線の見直しにつきましては、前回（平成29年）実施しました「コミバス路線の見直し」から今日に至るまで、アンケートや地域を
通じ、お客様や市民の皆様から頂いたご意見やご要望等を踏まえ、より利便性が高まるよう本年４月１日にダイヤ改正（路線の見直しも含む）を
行うものです。
　しかし、地域公共交通事業者は、全国的に少子化、コロナ禍による利用人数の大幅な減少や物価の高騰により、経営に大きな打撃を受けておりま
す。さらに、自動車運転者労働基準の法改正（2024年問題）や多くの産業で問題となっている深刻な人手不足（特に、バス・タクシー運転手）
に起因し、その維持存続が大きな課題となっており、本市において運行を担う事業者も決して例外ではございません。
　今回の見直しでは、頂いたご意見等をふまえ、コミバス路線の新設や延伸、増便そしてバス停の新設等を行うほか、一部の地域において予約制運
行の導入などを実施しますが、運転手不足への対応および事業者の経営改善のため、小中学生の通学で利用する便を確保したうえで、利用状況に
応じた運行本数の見直しや時刻の変更を行うことで、併せて運行の効率化も図ります。
　例年と比較して変更が多くなっておりますが、地域公共交通を維持していくため、ダイヤ改正にご理解ご協力をお願いいたしますとともに、ご利用の際に
は十分ご注意いただきますようお願いします。

　　少子高齢化等により、全産業で働き手の奪い合いが生じている
　　　生産年齢人口（15歳以上65歳未満）・・・2000年から見ると、2030年まで、1年間で50万人ずつ減少
　　　　※現在は、管理職や貸切部門からの応援、休日出勤で運行を維持　→ 来年度からは、法改正で同様の対応が困難

     1日の休息時間:継続８時間　→　継続１１時間（９時間を下限）
　　  ※早朝 ～ 夜の便を１人の運転手で運行できなくなり、２人での対応が必要

→　運転手不足により、運転手の追加配置が困難なため、拘束時間の短縮には早朝や夜の減便が必要

改正に対する考え方

【市民の皆様から頂いたご意見・ご要望等】

　〇慢性的な運転手不足

  〇自動車運転者の労働規制の改正

【業界を取り巻く現状】



　　　▽甲賀市コミバス・コミタク利用者数の推移
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▽厚生労働省作成の法改正案内チラシ　　　▽産業別の従業員平均年齢　　　　　　　　　　出典）交通政策白書


